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こ
の
8
月
、
寺
下
医
学
事
務
所
主
催
、
り

す
シ
ス
テ
ム
企
画
協
力
に
よ
る
「
受
診
支
援

人
材
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」
を
受
講
し
ま
し
た
。

全
6
日
間
、医
療
の
基
礎
知
識
か
ら
認
知
症
、

救
急
医
療
、
が
ん
、
緩
和
ケ
ア
、
薬
、
そ
し

て
、
生
前
サ
ポ
ー
ト
な
ど
、
り
す
シ
ス
テ
ム

で
の
受
診
に
寄
り
添
う
姿
勢
ま
で
、
多
く
の

専
門
家
か
ら
学
ぶ
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
が
目
指
す
「
受
診
支
援
」

と
は
、
単
に
病
院
へ
付
き
添
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
本
人
の
症
状
や
生
活
背
景
、
思

い
や
希
望
を
整
理
す
る
。
必
要
な
医
療
に
つ

な
ぐ
。
本
人
の
意
思
を
医
療
者
に
伝
え
る
。

そ
し
て
受
診
前
か
ら
受
診
後
ま
で
を
支
え

る
。
本
人
と
医
療
と
の
間
を
つ
な
ぎ
、
安
心

し
て
必
要
か
つ
質
の
高
い
医
療
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
の
危
機
が
言
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
久
し
い
の
で
す
が
、
一
人
暮
ら
し
や
、

身
近
に
頼
れ
る
家
族
の
い
な
い
方
が
増
え
て

い
ま
す
。
人
は
、
年
齢
を
重
ね
れ
ば
、
病
気

だ
け
で
な
く
認
知
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
っ

て
、
自
分
の
思
い
を
医
療
者
な
ど
に
、
正
確

か
つ
十
分
に
伝
え
る
こ
と
が
難
し
く
な
る
こ

と
も
多
く
な
り
ま
す
。
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
「
誰
が
そ
の
人
の
意
思
を
受
け
止
め
、

支
え
る
の
か
」が
、喫
緊
な
社
会
課
題
に
な
っ

て
い
く
で
し
ょ
う
。

　

今
回
学
び
な
が
ら
、
私
は
「
こ
れ
は
、
り

す
シ
ス
テ
ム
が
長
年
取
り
組
ん
で
き
た
生
前

契
約
そ
の
も
の
で
は
な
い
か
」
と
改
め
て
感

じ
ま
し
た
。

　

医
療
を
受
け
る
こ
と
も
、
そ
の
人
の
人
生

の
一
部
で
す
。
元
気
な
と
き
も
、
病
気
に

な
っ
た
と
き
も
、
認
知
機
能
が
低
下
し
た
と

き
も
、
そ
し
て
亡
く
な
っ
た
あ
と
の
こ
と
ま

で
―
―
。

　

人
生
の
ど
の
段
階
に
あ
っ
て
も
、
で
き
る

限
り
本
人
の
意
思
を
尊
重
し
、「
自
分
の
人

生
を
自
分
で
決
め
る
」こ
と
を
支
え
て
い
く
。

そ
の
人
の
人
生
そ
の
も
の
を
契
約
に
よ
り
支

援
す
る
。

　

受
診
支
援
で
大
切
に
さ
れ
て
い
る
「
本
人

に
寄
り
添
い
、
意
思
を
つ
な
ぎ
、
支
え
る
」

と
い
う
姿
勢
は
、
ま
さ
に
、
り
す
シ
ス
テ
ム

が
33
年
前
か
ら
提
案
し
、
実
践
し
、
こ
れ
か

ら
も
大
切
に
し
て
い
く
生
前
契
約
の
姿
な
の

だ
と
思
い
ま
す
。

富
士
見
櫓や
ぐ
ら

皇
居
坂
下
門
か
ら
乾
門
ま
で
の
乾
通
り
が
、
桜
と
紅
葉
の
時
期
に
一
般
公
開
さ
れ
る
の
で
、

り
す
俱
楽
部
表
紙
絵
の
取
材
を
目
的
に
、
毎
回
、
ス
ケ
ッ
チ
を
楽
し
ん
で
い
る
。
１
６
５
７

年
再
建
の
富
士
見
櫓
は
、
明
暦
の
大
火
、
関
東
大
地
震
に
も
耐
え
抜
き
江
戸
城
天
守
閣
の
よ

う
な
威
風
が
あ
る
。「
人
は
石
垣
、
人
は
城
」
の
言
葉
が
、
こ
こ
に
も
生
き
て
い
る
。

（
り
す
倶
楽
部
２
０
１
８
年
９
月
号
第
２
６
４
号
掲
載
を
再
掲
）

弁
護
士　

福
井
大
海

「
受
診
支
援
」
か
ら
見
え
て
き
た

生
前
契
約
の
か
た
ち



庭
園
樹
と
し
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

キ
ン
モ
ク
セ
イ
（O

sm
anthus fragrans var. 

aurantiacus f. aurantiacus

）
は
中
国
原
産
の
モ
ク
セ

イ
科
の
常
緑
小
高
木
で
、
日
本
に
は
江
戸
時
代
に
移
入
さ

れ
た
。同
じ
モ
ク
セ
イ
科
の
ギ
ン
モ
ク
セ
イ（O

sm
anthus 

fragrans var. fragrans

）
の

変
種
で
あ
る
。
ギ
ン
モ
ク
セ
イ

は
中
国
西
南
部
か
ら
ベ
ト
ナ
ム

に
か
け
て
分
布
、
9
～
10
月
に

白
色
の
花
を
咲
か
せ
る
高
さ
10

ｍ
ほ
ど
の
常
緑
小
高
木
で
あ

る
。

　

キ
ン
モ
ク
セ
イ
も
9
～
10
月

頃
に
橙
色
の
小
さ
な
花
を
密
集

さ
せ
て
咲
か
せ
、
庭
木
に
植
え

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
姿

は
見
え
ね
ど
存
在
を
知
ら
せ
る

ほ
ど
の
強
く
か
ぐ
わ
し
い
香
り
を
漂
わ
せ
る
。

　

和
名
の
キ
ン
モ
ク
セ
イ
は
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
の
花
が
白
で

あ
る
の
に
対
し
て
橙
色
の
花
を
金
に
例
え
て
つ
け
ら
れ

た
。
中
国
名
は
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
が
「
銀
桂
」
で
あ
る
の
に

対
し
て
「
丹
桂
」
で
あ
る
。
中
国
で
は
モ
ク
セ
イ
科
の
樹

木
に
桂
の
字
を
あ
て
て
い
る
が
、
わ
が
国
で
桂
と
言
え
ば

落
葉
広
葉
樹
の
カ
ツ
ラ
で
あ
る
。ま
た
シ
ナ
ニ
ッ
ケ
イ（
ト

ン
キ
ン
ニ
ッ
ケ
イ
）
に
も
そ
の
樹
皮
を
乾
燥
し
た
も
の
を

桂
皮
と
言
い
、
カ
ツ
ラ
の
字
を
当
て
て
い
る
。
ち
な
み
に

モ
ク
セ
イ
の
名
は
樹
皮
が
動
物
の
サ
イ
（
犀
）
に
似
て
い

る
の
で
中
国
で「
モ
ク
セ
イ
」（
木
犀
）と
名
付
け
ら
れ
た
。

　

キ
ン
モ
ク
セ
イ
は
挿
し
木
で
増
え
る
の
で
庭
園
樹
と
し

て
普
及
し
て
い
る
が
、
中
国
か
ら
日
本
に
来
た
の
は
雄
株

だ
け
で
雌
株
が
な
い
の
で
実
を
結
ば
な
い
。
排
気
ガ
ス
に

弱
い
の
で
幹
線
道
路
沿
い
で
は
花
を
つ
け
な
い
。

豊
か
な
香
り

　

キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
香
り
は
ジ
ン
チ
ョ
ウ
ゲ
、
ク
チ
ナ
シ

と
並
び
、
日
本
の
三
大
芳
香
木
に
な
っ
て
い
る
。
花
か
ら

は
お
よ
そ
０
・
２
％
弱
の
精
油
が
得
ら
れ
る
。
そ
の
主
な

成
分
は
揮
発
性
テ
ル
ペ

ン
の
リ
ナ
ロ
ー
ル
、
ゲ

ラ
ニ
オ
ー
ル
で
あ
り
、

キ
ン
モ
ク
セ
イ
の
橙
色

の
も
と
と
な
っ
て
い
る

カ
ロ
テ
ノ
イ
ド
が
酵
素

に
よ
っ
て
分
解
し
生
成

す
る
や
は
り
揮
発
性
テ

ル
ペ
ン
類
の
イ
オ
ノ
ン

と
い
う
化
合
物
が
キ
ン

モ
ク
セ
イ
の
香
り
の
主

な
も
と
に
な
っ
て
い

東
京
大
学
名
誉
教
授　

谷
田
貝　

光
克　

秋
の
香
り
を
代
表
す
る
キ
ン
モ
ク
セ
イ

秋
の
香
り
を
代
表
す
る
キ
ン
モ
ク
セ
イ
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る
。
イ
オ
ノ
ン
は
ニ
オ
イ
ス
ミ
レ
の
香
り
に
も
な
っ
て
い

る
成
分
で
あ
る
。

　

花
が
薬
用
に
な
り
、
花
を
陰
干
し
し
た
も
の
が
モ
ク
セ

イ
（
木
犀
）
と
い
う
生
薬
で
、
乾
燥
し
た
花
を
ホ
ワ
イ
ト

リ
カ
ー
に
漬
け
込
ん
だ
も
の
に
胃
炎
、
低
血
圧
症
、
不
眠

症
に
効
果
が
あ
る
。

　

中
国
で
は
キ
ン
モ
ク
セ
イ
、
ギ
ン
モ
ク
セ
イ
の
花
を
乾

燥
さ
せ
桂
花
茶
と
し
て
飲
用
す
る
。
酒
に
入
れ
た
も
の
が

桂
花
酒
で
あ
る
。

伝
説
の
花

　

中
国
で
は
月
に
は
桂
花
（
き
ん
も
く
せ
い
）
の
大
木
が

あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
。
秋
に
月
が
金
色
の
輝
き
を
増

す
の
は
こ
の
花
が
満
開
に
な
る
か
ら
だ
と
い
う
。

　

不
老
不
死
で
月
の
ウ
サ
ギ
達
の
指
導
者
で
も
あ
る
月
の

女
神
の
嫦じ

ょ
う
が娥
が
中
秋
の
明
月
の
夜
、
下
界
を
見
下
ろ
し
て

い
る
と
下
界
の
湖
の
水
面
に
金
色
の
波
が
砕
け
て
美
し

か
っ
た
。
そ
れ
を
見
て
心
浮
か
れ
て
舞
い
始
め
花
盛
り
の

桂
花
の
幹
を
た
た
き
拍
子
を
と
る
と
花
や
実
が
金
の
雫
の

よ
う
に
こ
ぼ
れ
落
ち
た
。
嫦
娥
は
地
上
に
も
こ
の
花
を
分

け
て
や
ろ
う
と
思
い
、
花
や
実
を
地
上
に
落
と
し
た
。
そ

の
お
か
げ
で
地
上
に
も
桂
花
が
根
付
い
た
と
い
う
。

11 月 秋の植物観察会
～谷本先生と行く向島百花園

宇都宮大学名誉教授谷本先生とご一緒
に秋の草花を観察いたします。
　今回の会場は……

百花が語る、江戸の美意識 
文人たちが愛した四季の庭
江戸の粋を歩く

東京都向島百花園です。

▶東武スカイツリーライン「東向島」下車　　
徒歩約 8 分

▶京成電鉄押上線「京成曳舟」下車徒歩約 13 分
▶都営バス　亀戸 - 日暮里（里 22）「百花園前」

下車　徒歩約 2 ～ 3 分
▶駐車場はございません

ア ク セ ス

谷本丈夫先生
（牧野植物同好会会長・宇都宮大学名誉教授）

※日程変更になりました
１１月 ８ 日（日）1 3 : 3 0 ～ 1 5 : 3 0
東京都向島百花園　正門前
現地集合・現地解散

　　（東京都墨田区東向島 3-18-3）
１，０００円
４０名（定員になり次第締め切ります）
１０月２０日までにお申込み下さい

お申し込みの方に詳細をお送りします

りすシステム 0120-889-443お申し込みは

講 師

日 時
会 場

参加費
定 員
締 切

ご参加お待ち
　　しております

3

第 343 号　2026 年９月号



◆施設を選ぶ際に重視したこと

　独り身なのでいずれは高齢者施

設入所を考えていた。80歳を目

前に胃がん、肺がんを手術するこ

とになり、急遽施設探しを開始。

　親族が高齢者施設を長年調べて

いたので、親族が推薦する同系列

の関東近辺にある３施設を見学。

　施設の経営理念、運営実態を読

み、高額な入居金、月々の生活費、

自分の生活スタイルの維持（趣味

の継続やかかりつけ医の受診）な

どが可能か、目途をつけた１施設

を１年にわたり見学し、説明を受

け疑問点を確認して決定。

◆ 4 年間暮らして感じたこと

　入居した施設は高齢者施設の老

舗で 50年の実績がある。施設は

自立棟 400戸、介護棟 150戸に

診療所も併設。入居者の 8割を女

性が占めている。職員の対人サー

ビスは技能の蓄積があり、安心感

がある。自然環境は温暖な地であ

り、緑豊かな桜の古木を生かした

建物配置設計で美しいが建物も老

朽化しているので小さなトラブル

はある。老人には快適だ。

　入居者による自主サークルが

40ほど（コーラス、麻雀、卓球な

ど）。入居者自治組織もあり、施

設運営方針をめぐって施設者側と

丁々発止と定期的に意見交換を

行う。

　自立棟はルールを守れば干渉を

受けることもなく暮らせることも

うれしい。転居前に加入していた

生協がこの地にもあり、3食自炊

できていることもありがたい。

　施設者は季節の行事、入居者交

流など文化面のイベントとともに

健康寿命を延ばす健康プログラム

を持っている。

◆日々の心がけ

　がんの再発を心配しながらも

サークル活動や健康プログラムに

参加して、健康で自立生活できる

日々でありたいと心掛けていま

す。

◆高齢者施設入居に慎重を期しても

安心に繋がるのか心配しています

　2000年に介護保険制度が発足。

発足数年後に姉が民間の有料老人

ホームに入居。介護保険制度の改

悪ごとに経営者の交代とサービス

低下が重なり、制度の理念が後退

していることを目の当たりにしま

した。現在も政府の介護保険制度

の改悪が懸念事項です。高齢者施

設入居の良否は介護ケアを受ける

ときからが正念場です。

　こちらの施設もケア職員確保に

困難をきたし、外国人スタッフを

採用しています。良質な介護ケア

を受けられるよう声を上げていき

たいと考えています。

ご投稿をお寄せいただ
いた皆様、誠にありが
とうございます。
順次ご紹介させていた
だきます。
皆様のご投稿をお待ち
しております。

現在の住まい

高齢者施設（自立棟）。自立
棟 400 戸・介護棟 150 戸、診
療所併設。入居者の８割が女
性。

住み替え

病気をきっかけに１年をかけ
て施設を見学して決定

よかったこと

・安心感のある職員
・緑豊かな環境
・自主サークルと自治
・生協利用で自炊が可能

伝えたいこと

病気の不安をかかえながらも
自立生活を心がけてます。介
護保険制度の改悪や事業者の
交代でサービスが低下する現
実を見てきたため、施設選び
の本当の正念場は「介護が必
要になってから」だと感じま
す。

住まいメモ

自分らしく暮らすために―施設選びとこれからの願い

高齢者施設を利用中のＯさん
（85歳・女性・千葉県佐倉市）

お手紙　〒 102-0073 東京都千代田区九段北 1-4-5-5F
ＦＡＸ　03-3511-3278
メール　azhensyu+lissclub@gmail.com

投稿は
編集部まで
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契約者・利用者のおたよりから住まい選びのヒントを

～「どこに住むか」より「どう暮らしたいか」～
私の住まい方

自分らしい
暮らしを
見つけましょう

「施設を考え始めたけれど、実際の暮らしはどんなものなのだろう。」 
そんな契約者の皆様のお声から始まった企画です。 
住まいに正解はありません。
大切なのは、「自分らしく暮らせる場所」を見つけること。 
実際に暮らしている契約者の皆様の体験を前回に引き続きご紹介します。

その５

◆私の住まいを探す条件

・厚生年金額内の利用料

・自然に恵まれた静かな環境で   

住み慣れた東京から近い

・個室などプライバシーを保つ

ことを条件に約 10 年間にわ

たって探しました。

    見学時は、ホームページ通

りに開放された食堂や眺めのよ

い大浴場、遠くへ続く田園風景

に好感を覚えました。

   ６年前に入居したこの施設

は、居室の窓から大木や竹藪を

眺め、右に田んぼが広がり、そ

の向こうの家並みの上には富士

山が聳え、朝に夕焼けに雄大さ

を感嘆賛美して、この恵みに感

謝しています。

   住まいは、特養ホームの一角

に設けられた定数 45 名のケア

ハウスです。約 25㎡の個室は

丁度良い広さです。

  東京都心に約 60 年間住み、

仕事中心の暮らしに疲れを覚

えていたので、田園に憧れてい

ました。

◆集団生活の難しさ

   入居して間もなく、人との関

係の難しいことにぶつかりまし

た。集団生活のどこでも経験す

ることで、これからも続くこと

でしょうが……。

   幸いなことに、無料バスが運

行されているので、買い物や通

院などに、週 5 日外出して気

分転換をしています。

   今後の望みは要介護にならな

いように、運動、高タンパク食、

低塩、豊富な食物繊維食を食べ、

好奇心を維持して暮らせますよ

うに、自立していきたいとの願

いです。

現在の住まい

特養ホームの一角に設けられた
ケアハウス（定員 45 名）。

住み替え

約 10 年間探し続けた。見学時、
開放的な食堂や眺めのよい大浴
場、田園風景に好感を持ち、6 年
前に入居。

よかったこと

・素晴らしい自然の眺望
・憧れの田園生活
・買い物・通院には週 5 で無料

バスが利用できる

伝えたいこと

入居して間もなく、集団生活な
らではの人間関係の難しさに直
面。今は要介護にならないよう、
運動・高タンパク食・低塩・食
物繊維の多い食事、好奇心を持
ち続けながら自立した暮しを続
けたい。

住まいメモ

田園の住まい ― 10年探して見つけた自分の場所

6年前よりケアハウスを利用中のSさん
（86歳・女性・埼玉県蓮田市）
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体
験
型
観
光
で
、
地
域
の
暮
ら
し
と
つ
な
が
る

　

前
回
は
両
り
ょ
う
あ
い合
地
域
の
観
光
形
態
や
地
域
資
源
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
観
光
客
が
一
度
訪
れ
る
だ
け
で
は
地
域
の
活

性
化
に
は
つ
な
が
り
ま
せ
ん
。
従
っ
て
、
本
稿
で
は
両
合

地
域
へ
の
継
続
的
な
関
係
人
口
（
短
期
的
な
体
験
型
観
光

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
へ
の
関
わ
り
を
継
続
的
に
持
つ

人
々
の
こ
と
）
の
創
出
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
す
。

継
続
す
る
地
域
と
の
つ
な
が
り

　

私
は
地
域
活
性
化
に
向
け
て
住
民
と
と
も
に
、
関
係
人

口
を
増
や
す
仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
具
体

的
に
は
、
国
内
外
の
研
究
者
や
大
学
生
を
地
域
に
招
き
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

本
活
動
は
単
な
る
体
験
学
習
に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
住

民
の
知
恵
や
生
活
様
式
に
直
接
触
れ
、
自
然
環
境
と
協
働

す
る
時
間
を
重
ね
る
過
程
を
通
じ
て
、
参
加
者
の
地
域
社

会
へ
の
親
近
感
や
帰
属
意
識
の
醸
成
に
資
す
る
も
の
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

研
究
者
や
大
学
生
が
主
に
体
験
す
る
の
は
、
農
業
や
林

業
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
す
。
た
と

え
ば
夏
に
は
田
植
え
、
秋
に
は
稲
刈
り
と
い
っ
た
季
節
ご

と
の
作
業
を
行
い
ま
す
。
参
加
者
は
四
季
の
移
ろ
い
を
肌

で
感
じ
な
が
ら
、
地
域
住
民
や
自
然
と
の
関
わ
り
を
深
め

ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
野
菜
づ
く
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、
地
元

の
農
家
が
種
ま
き

か
ら
収
穫
、
さ
ら

に
販
売
方
法
ま
で

丁
寧
に
説
明
し
ま

す
。
育
て
た
野
菜

の
販
売
に
つ
い
て

は
、
地
域
の
直
売

所
の
仕
組
み
も
学

ぶ
機
会
と
な
っ
て

い
ま
す
。
林
業
体

験
で
は
、
椎
茸
の

駒
打
ち
を
通
し
て
、

森
林
の
物
質
循
環

地
球
に
恩
返
し
の
森
づ
く
り
事
業
部
で
は
、
２
０
０
９
年
よ
り
大
分
県
由
布
市
庄
内
町
・
地
球
に
恩

返
し
の
森
づ
く
り
を
通
し
て
、
環
境
活
動
や
里
山
保
全
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。
今
月
は
、
地
域
未
来

計
画
研
究
セ
ン
タ
ー
長
ヴ
ァ
フ
ァ
ダ
リ 

カ
ゼ
ム
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
教
授
よ
り
、
宇
佐
市
両
合

棚
田
を
中
心
と
し
た
地
域
活
性
化
の
そ
の
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

関係人口の創出
地域とともに歩む新しい
交流のかたち

地域未来計画研究センター所長　
立命館アジア太平洋大学教授

ヴァファダリ カゼム

大学生が山間地域の棚田を見学し、両合地域の特徴ある
農業への関心を深める

野菜作りワークショップ　地域住民の方に手ほどきをうけ
ながら野菜を一緒に育てる

6

第 343 号　2026 年９月号



プ
ロ
セ
ス
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

国
東
半
島
宇
佐
地
域
（
世
界
農
業
遺
産
）

の
重
要
な
要
素
で
あ
る
自
然
循
環
の
仕
組
み

も
学
習
対
象
と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
参
加

者
は
歴
史
的
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
藁
の
結
束

技
術
に
つ
い
て
指
導
を
受
け
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
地
域
住
民
に
よ
っ
て

維
持
・
発
展
さ
れ
て
き
た
伝
統
知
識
で
あ
り
、

住
民
か
ら
直
接
技
能
継
承
を
受
け
る
機
会
を

提
供
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
体
験
活
動
は
、
単

な
る
作
業
を
超
え
、
世
代
間
の
知
識
と
文
化

の
継
承
の
場
と
し
て
の
意
義
を
持
っ
て
い
ま

す
。

　

こ
う
し
た
体
験
を
一
度
だ
け
の
イ
ベ
ン
ト

で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
継
続
的
に
つ

な
が
り
を
築
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

参
加
者
が
再
び
地
域
を
訪
れ
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
関
係
づ
く
り
が
重
要
で
す
。
国
内
外

の
大
学
と
連
携
し
、
定
期
的
な
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
仕
組
み
も
整
え
て
い
ま
す
。

訪
れ
る
人
が
「
居
場
所
」
を
見
つ
け
る

　

両
合
地
域
は
、
地
域
課
題
の
解
決
や
研
究

テ
ー
マ
の
実
践
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
お

り
、
訪
問
者
自
身
が
こ
こ
に
居
場
所
を
見
つ

け
て
い
き
ま
す
。
一
方
、
地
域
側
も
外
部
の

視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
新
た
な
発
見
や

活
力
を
得
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
交
流
か

ら
生
ま
れ
る
の
は
、
観
光
客
と
は
異
な
り
、

地
域
と
と
も
に
未
来
を
考
え
る「
関
係
人
口
」

で
す
。

　

両
合
地
域
住
民
は
、
高
度
な
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
意
識
を
持
ち
、
訪
問
者
を
積
極
的
に
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
受
け
入
れ
る
姿
勢
が
み
ら
れ

ま
す
。

　

関
係
人
口
の
創
出
は
、
単
な
る
人
流
増
加

に
と
ど
ま
ら
ず
、
相
互
の
生
活
及
び
価
値
観

の
尊
重
を
基
盤
と
し
た
持
続
的
な
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
を
意
味
し
ま
す
。
こ
う
し

た
小
規
模
な
関
係
性
の
構
築
と
蓄
積
が
、
地

域
社
会
の
発
展
お
よ
び
将
来
的
な
存
続
に
不

可
欠
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「地球に恩返し基金」 に寄付をいただき、ありがとうございました

地 球 に 恩 返 し 運 動 に つ い て
私たちの生命を育んでくれている地球。このやさしい地球に
少しでも恩返しをして、次世代に美しい地球を残しませんか。
皆さんのご寄附で「地球に恩返しの森」に植樹、育樹ができ、
銘板にはあなたのお名前が刻まれます。

※匿名希望の方は、振込用紙の「通信欄」に「匿名希望」と、ペンネーム希望の方は
　「ペンネーム」を明記の上「ご依頼人欄」には必ずお名前をご記入ください。

● 郵便局から振り込む場合
郵便局口座番号：00140-7-743432
加入者：地球に恩返し基金

● 他行からゆうちょ銀行に振り込む場合
店名：〇一九（ゼロイチキユウ）
種目：当座　口座番号：0743432
加入者：地球に恩返し基金

地球に恩返し運動本部地球に恩返し運動本部
連絡先：TEL.03-5215-2383

NPO りすシステム
地球に恩返しの森づくり事業部

地球に恩返し地球に恩返し
基金振込先基金振込先

石倉　和子さん 兵庫県神戸市

石橋　順子さん 東京都板橋区

岡田　美智子さん 神奈川県横浜市

山口　静人さん 埼玉県所沢市

山口　和江さん 東京都文京区

匿名希望　1 名

50 音順

藁の結び方ワークショップ　伝統的な藁
を束ねる方法の手ほどきを受けている

※ 2026 年８月１日～８月 31 日の期間、　６名の方から寄付をいただきました
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パ
ー
ト
ナ
ー
の

利
用
者
さ
ま
の
「
こ
う
し
た
い
」
に
寄
り
添
い
、日
々
奮
闘
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー

の
活
動
を
、今
号
も
ご
紹
介
し
ま
す
。
直
近
の
話
題
だ
け
で
な
く
、心
に
残
っ

た
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
お
届
け
し
ま
す
。

東日本支部　97 歳、何度でも前を向いて

Ｙさん（97 歳・女性）は、2013 年に「りすシステム」に入会され、
2015 年に公正証書による生前契約を結ばれました。

 「自分らしく暮らす」を支えて 

　2019 年、90 歳の時に圧迫骨折で手
術を受けられました。術後にまれな感
染症を発症。治療が長引き、心身とも
につらい日々が続きました。「もうこ
のまま死にたい」と弱気になられるこ
ともありましたが、Ｙさんは治療を乗
り越え、転院先では懸命にリハビリに
取り組まれました。そして、ついには
杖なしで歩けるまでに回復。その生命
力には、私たちスタッフも驚かされま
した。
　ところが 2022 年 12 月、外出中に
転倒し、左大腿骨を骨折。再び手術と
なりました。それでも翌日からリハビ
リを始め、周囲の予想を覆して、また
ご自身の足で歩いて退院されました。
　96 歳では白内障の手術を受け、「よ
く見えるようになった」と大喜び。そ
の後、腰の痛みから３度目の手術を受
けることになりました。

退院後は施設を変更したい

　入院直後は気持ちが沈んでいたＹさ
んでしたが、日々いろいろなお話を重
ねるうちに少しずつ前向きになられま
した。
　そして退院を前に、「今の施設では
なく、別のホームを探してほしい」と
の希望を話されました。
　条件は、大きすぎない施設であるこ
と、介護体制が整っていること、温か
い食事が食べられること、そして費用
が希望の範囲内であること。

りすが代理で 4 施設を見学

　ご自身で見学することが難しかった
ため、りすシステムが条件に合う 4 か

所の施設を見学し、パンフレットを
お持ちして、ひとつひとつ丁寧にご
説明しました。病院のソーシャルワー
カーとも相談を重ねながら、最後は
Ｙさんご自身に新しい住まいを決め
ていただきました。
　退院の日には、以前の施設の荷物
を整理し、新しいホームへの引っ越
しをお手伝いしました。

今までで一番おいしかった

　到着して最初の昼食を召し上がっ
たＹさんに感想を伺うと、

「今までで一番おいしかった」
と笑顔でひと言。その言葉に、私た
ちもほっと胸をなで下ろしました。
　現在は、リハビリの成果もあり、お
部屋からトイレまでご自身で歩いて
行かれているそうです。

97 歳、希望をもって暮らします

　今の楽しみは、３度の手術をして
くださった先生の月に１度の受診と、
お買い物です。97 歳になられた今も、
ご自身の希望を持ち、ご自身で選び
ながら暮らしているＹさん。
　病気や入院、住まいの変更など、人
生には思いがけないことが起こりま
す。その時々のご本人の思いを聞き、
必要なところをお手伝いしながら、
その方が望む暮らしへつないでいく
……。
　これからもＹさんの「自分らしく
生きる」に寄り添いながら、サポー
トを続けてまいります。
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西日本支部　つながり続けることの大切さ

Ｆさん（89 歳・女性）は、一軒家で一人暮らしをされていました

昨年の見守り訪問では「掃除などが少しおっ
くうになってきた」とお話しされていました。
それでも、ご自身のペースで生活され、地域包
括支援センターとのつながりも確認できていた
ため、必要に応じてヘルパーさんの利用をケア
マネジャーさんに相談してみては、とお伝えし
ていました。

退会のご希望、その真意を確かめられないまま

　ところが今年 5 月、ケアマネジャーさんか
ら「Ｆさんが、りすシステムの退会を希望され
ている」と連絡がありました。ケアマネジャー
さんも F さんの今後を心配され、別の法人へ相
談し、すでに契約に至っているとのことでした。
　しかし、Ｆさん本人からのはっきりとした退
会の意思を確認することができなかったため、
手続きはいったん保留に。直接お会いしてお話
を伺おうと準備していた矢先、Ｆさんはお亡く
なりになりました。
　新たに契約された法人から「死後事務はすべ
て行います」との連絡を受け、Ｆさんが最後に
望まれたことであればとお任せしました。

引き継ぎ書を受け取って

　ところが、後日届いた引継ぎ書を確認すると、
その内容は、これまでりすシステムがお預かり
していた F さんご本人の思いとは、あまりにも
違うものでした。

お任せして分かったこと

　私たちは、F さんから託されていた思いを叶
えることができませんでした。
　もっと早くお会いして、お話しすることがで
きていたら。もう一度、ご本人のお気持ちを確
かめることができていたら……。今も悔やまれ
てなりません。
　今回のことから、改めて感じたのは、契約し
た後も、つながり続けることの大切さです。
　契約から何年もたてば「どんな契約だったか」

「こんなことも頼めるのか」と記憶があいまい

になることもあります。年齢を重ねれば、り
すシステムと契約していること自体を忘れて
しまうこともあるかもしれません。

見守り訪問と確認シートのお願い

　そこで、皆さまにお願いがあります。
　ご親族やケアマネジャーさん、施設職員な
ど、日頃かかわっている方に「私はりすシステ
ムと契約しています」とぜひお伝えください。

「りすシステムって何をしてくれるところ？」
と聞かれたときには、私たちがきちんと説明
します。
　そして、毎年の確認シートをご返送くださ
い。特にお困りごとがなくても、見守り訪問
をご利用ください。
　一年に一度でもお会いしてお話することで、
私たちは会員の皆さまの状況や小さな変化に
気づくことができます。確認シートが届かない
ことも「何か変わったことはありませんか」と、
こちらからご連絡するきっかけになります。
　入院や通院の付き添い、身元保証、日々の
暮らしの心配事など、「こんなことを相談して
もいいのかな」と思ったときこそ、りすシス
テムを思い出してください。
　お困りごとは、まずご相談ください。
　私たちだけではできないことも、必要なと
ころへつなぐことができます。
　契約して終わりではなく、その後もつなが
り続けること。それが、皆さまの思いをいざ
という時にきちんと受け止め、叶えていくた
めに大切なことなのだと、Ｆさんのことを通
して改めて感じています。
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今な
き
じ
ん

帰
仁
ス
ー
パ
ー
寺
子
屋
に
参
加
し
て

高
校
3
年　

芳
賀 

月
比
古

　

今
回
、
一
般
財
団
法
人
契
約
家
族
研
究
機
構
か

ら
派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
沖
縄
県
今
帰
仁
村
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
目
的
は
、
８
月
３
日
に
行
わ
れ
る
助
成

金
授
与
式
に
財
団
の
代
理
と
し
て
出
席
す
る
こ
と

と
、
ス
ー
パ
ー
寺
子
屋
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
体
験

す
る
こ
と
で
し
た
。
参
加
が
決
ま
っ
て
か
ら
、
過

去
に
参
加
し
た
方
の
報
告
書
を
読
ん
だ
り
、
事
前

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
参
加
し
た

り
し
て
、
ス
ー
パ
ー
寺
子
屋
に
つ
い
て
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
実
際
に
そ
の
場
所
へ
行
き
、
人
に

会
っ
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
今
回
は
台
風
の
た
め
、
予
定
通
り
に
は

い
か
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
こ
と
も
含
め
て
、
私
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ

な
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。

お
金
の
向
こ
う
側
に
い
る
人

　

８
月
３
日
の
助
成
金
授
与
式
で
は
、
財
団
の
代

理
と
し
て
出
席
し
、助
成
金
を
お
渡
し
し
ま
し
た
。

少
し
緊
張
し
ま
し
た
。

　

今
ま
で
「
助
成
金
」
と
聞
い
て
も
、
活
動
し
て

い
る
団
体
に
お
金
を
出
し
て
応
援
す
る
も
の
、
と

い
う
く
ら
い
に
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。

　

で
も
実
際
に
今
帰
仁
へ
行
き
、
地
域
で
活
動
し

て
い
る
方
た
ち
に
会
う
と
、
そ
の
お
金
の
向
こ
う

側
に
は
人
が
い
て
、
そ
の
人
た
ち
の
思
い
や
活
動

が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
は
地
域
の
子
ど
も
た

ち
が
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

お
金
を
渡
し
て
終
わ
り
で
は
な
い

　

自
分
た
ち
が
応
援
し
て
い
る
活
動
が
、
ど
ん
な

場
所
で
、
ど
ん
な
人
た
ち
に
よ
っ
て
続
け
ら
れ
て

い
る
の
か
を
知
る
こ
と
も
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま

し
た
。

ス
ー
パ
ー
寺
子
屋
と
「
居
場
所
」

　

事
前
に
読
ん
だ
報
告
書
や
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で

は
、
ス
ー
パ
ー
寺
子
屋
が
勉
強
を
す
る
だ
け
の
場

所
で
は
な
く
、夏
休
み
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
り
、

地
域
の
大
人
た
ち
と
関
わ
り
な
が
ら
過
ご
す
「
居

場
所
」
で
も
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
私
は
、
実
際
の
寺
子
屋
で
子
ど
も
た
ち
が
ど

ん
な
ふ
う
に
過
ご
し
、
大
人
た
ち
が
ど
ん
な
ふ
う

に
関
わ
っ
て
い
る
の
か
を
見
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
し
た
。

一般財団法人契約家族研究機構では、沖縄県今帰仁村で行われている
「子どもの居場所 スーパー寺子屋 in なきじん」の活動を継続して応援しています。
「スーパー寺子屋」は、夏休み中の子どもたちが集まり、勉強や遊び、さまざま

な体験をしながら、一緒に昼食を作って食べる「子どもの居場所」です。

一般財団法人一般財団法人　契 約 家 族 研 究 機 構　契 約 家 族 研 究 機 構 よ りよ り
一般財団法人契約家族研究機構では、沖縄県今帰仁村で行われている

「子どもの居場所 スーパー寺子屋 in なきじん」の活動を継続して応援しています。
「スーパー寺子屋」は、夏休み中の子どもたちが集まり、勉強や遊び、さまざま

な体験をしながら、一緒に昼食を作って食べる「子どもの居場所」です。

一般財団法人一般財団法人　契 約 家 族 研 究 機 構　契 約 家 族 研 究 機 構 よ りよ り

今帰仁村役場にて助成金授与
式がおこなわれました。
契約家族研究機構の代表とし
て、芳賀月比古さんが目録を
読み上げ、子ども支援を行っ
ている 10 団体への助成金を
お渡ししました。

今帰仁の子ども支援団体に助成金授与式で寄付金を手
に感謝する各団体の代表と関係者ら（琉球新報）
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「
個
人
情
報
を
適
切
に
管
理
し
て
い
る
と

評
価
さ
れ
た
事
業
者
」
が
使
用
で
き
る

マ
ー
ク
、
そ
れ
が
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク

で
す
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
マ
ー
ク
は
、
個
人

情
報
の
取
扱
い
を
適
切
に
行
い
、
法
令
以

上
に
し
っ
か
り
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
を

表
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
今
回
は
台
風
の
影
響
で
、
普
段
行
わ
れ

て
い
る
ス
ー
パ
ー
寺
子
屋
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
は
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

帰
仁
ま
で
来
た
の
で
、
と
て
も
残
念
で
し
た
。
そ

の
た
め
、
私
は
今
回
の
経
験
だ
け
で
「
ス
ー
パ
ー

寺
子
屋
と
は
こ
う
い
う
場
所
で
す
」
と
言
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

た
だ
、
事
前
に
聞
い
た
お
話
か
ら
、
地
域
の
中

に
、
家
庭
や
学
校
と
は
別
に
「
自
分
が
行
っ
て
も

い
い
場
所
」
が
あ
る
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
い
ろ
い
ろ
な
性
格
や
家
庭
環

境
の
子
ど
も
た
ち
が
集
ま
る
場
所
を
続
け

て
い
く
こ
と
は
、
簡
単
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
。
ど
こ
ま
で
声
を
か
け
る
の
か
。
ど

こ
ま
で
手
伝
う
の
か
。
逆
に
、
何
も
し
な

い
で
見
守
る
方
が
い
い
こ
と
も
あ
る
。「
何

か
を
し
て
あ
げ
る
」
だ
け
が
支
援
で
は
な

い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
と
過
ご
し
た
2
日
間

　

８
月
４
日
、
５
日
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
世

界
異
文
化
交
流
に
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち

と
一
緒
に
遊
ん
だ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
交
流
し
た
り
し
ま
し
た
。　

夜
は
体

育
館
に
寝
袋
を
並
べ
て
、
み
ん
な
で
一
泊

し
ま
し
た
。
体
育
館
で
寝
袋
に
入
っ
て
子

ど
も
た
ち
と
一
晩
を
過
ご
す
と
い
う
の

も
、
私
に
と
っ
て
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

　

夜
に
な
り
、「
も
う
寝
る
時
間
」
に
な
っ

て
も
、
な
か
な
か
す
ぐ
に
は
眠
れ
ま
せ
ん
。

暗
く
な
っ
た
体
育
館
で
、
子
ど
も
た
ち
と
小
さ
な

声
で
ひ
そ
ひ
そ
話
を
し
ま
し
た
。

　

あ
と
に
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
が
そ
の
ひ
そ
ひ

そ
話
を
と
て
も
喜
ん
で
い
た
と
聞
き
ま
し
た
。
私

は
、
そ
れ
が
少
し
意
外
で
し
た
。
何
か
特
別
な
こ

と
を
教
え
た
わ
け
で
も
、
す
ご
い
こ
と
を
し
た
わ

け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
一
緒
に
い
て
、
話
を

し
た
だ
け
で
す
。

　

で
も
、
大
人
か
ら
見
れ
ば
何
で
も
な
い
よ
う
な

時
間
が
、
子
ど
も
に
と
っ
て
は
楽
し
い
思
い
出
に

※契約家族研究機構は、「家族についての法律が日本にないのならば、家族概念の理論的基礎
づくりに役立つ調査・研究のために遺産を使ってほしい」という契約者有志の方々の遺贈を
活かすために２０２２年に設立された財団です。皆様からのご寄付により運営されています。

一 般 財 団 法 人　契 約 家 族 研 究 機 構  と は

※契約家族研究機構は、「家族についての法律が日本にないのならば、家族概念の理論的基礎
づくりに役立つ調査・研究のために遺産を使ってほしい」という契約者有志の方々の遺贈を
活かすために２０２２年に設立された財団です。皆様からのご寄付により運営されています。

廃園になった保育園
が今帰仁スーパー寺
子屋のメイン会場→

集まった子どもたちは元気いっ
ぱいで疲れ知らず。ボランティ
アは、子どもたちの活動に寄り
添い、見守ります。

JICA国際センターで、世界の民族
衣装を身にまとった子どもたち

JICA 国際センター体育館に設営さ
れたテントの中で

気の向くままにアートする
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な
る
こ
と
が
あ
る
。
一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
。
一
緒
に

寝
袋
で
寝
る
こ
と
。
暗
い
体
育
館
で
こ
っ
そ
り
話

す
こ
と
。「
子
ど
も
の
た
め
に
何
を
し
て
あ
げ
ら

れ
る
か
」
だ
け
で
は
な
く
、
同
じ
時
間
を
一
緒
に

過
ご
す
こ
と
に
も
意
味
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

自
立
す
る
っ
て
、
1
人
で
で
き
る
こ
と
？

　

今
回
、
私
が
よ
く
考
え
た
の
が
「
自
立
す
る
っ

て
何
だ
ろ
う
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
私
は
こ
れ

ま
で
、
自
立
と
は
、
人
に
頼
ら
ず
自
分
の
こ
と
を

自
分
で
で
き
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で

も
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
な
と
思
う
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
人
に
は
、
で
き
る
こ
と
と
で
き
な
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
。分
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
「
分
か
り
ま
せ
ん
」「
助
け
て
く

だ
さ
い
」
と
言
え
る
こ
と
も
必
要
で
す
。

　

何
で
も
人
に
や
っ
て
も
ら
う
「
依
存
」
と
、
必

要
な
と
き
に
人
を
「
信
頼
し
て
頼
る
」
こ
と
は
違

う
と
思
い
ま
す
。
自
分
で
考
え
る
。
自
分
で
で
き

る
こ
と
は
自
分
で
す
る
。
で
も
、
で
き
な
い
と
き

に
は
誰
か
を
信
頼
し
て
頼
る
。
そ
し
て
、
自
分
が

で
き
る
と
き
に
は
誰
か
の
力
に
な
る
。
そ
れ
が
自

立
や
自
律
と
い
う
こ
と
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ま
だ
、
私
に
も
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

　

で
も
、「
一
人
で
何
で
も
で
き
る
人
に
な
る
こ

と
」
だ
け
が
自
立
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
少

し
分
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。

予
定
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と

　

８
月
６
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
台
風
13
号
が

沖
縄
を
直
撃
し
ま
し
た
。
風
速
42
メ
ー
ト
ル
と
い

う
猛
烈
な
風
と
、
約
９
時
間
の
停
電
を
経
験
し
ま

し
た
。
も
の
す
ご
い
風
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
自

然
の
力
は
本
当
に
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。当
然
、

そ
の
後
に
予
定
さ
れ
て
い
た
活
動
も
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
ど
ん
な
に
き
ち
ん
と
予
定
を
立
て
て

も
、
自
分
た
ち
の
力
で
は
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き

宿の食事は滋味にあふれ
た沖縄の郷土料理。
沖縄ならではの食材を楽
しみました。

※契約家族研究機構は、運営基盤を支える事業、次世代にもつなげるための啓蒙・広報
活動、青少年の人材育成に取り組んでいます。

ボランティア前日、今帰仁スーパー寺子屋の小川
先生にご案内いただた今帰仁の展望台より。古宇
利大橋と古宇利島まで望める贅沢な眺め。
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※契約家族研究機構は、実際的な支援活動とともに、現代社会における家族のあり方や、
多様化する家族関係に関する調査・研究などを行っています。

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
危
な
い
と
き
に
は
や
め

る
。
状
況
を
見
て
考
え
る
。
分
か
ら
な
け
れ
ば
相

談
す
る
。
必
要
な
ら
誰
か
の
助
け
を
借
り
る
。
そ

し
て
、そ
の
と
き
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
考
え
る
。

予
定
通
り
に
な
ら
な
い
と
き
に
ど
う
行
動
す
る
の

か
。
こ
れ
も
、
自
立
や
自
律
と
い
う
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

ひ
め
ゆ
り
の
塔
で

　

沖
縄
を
離
れ
る
前
に
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
を
訪
れ

ま
し
た
。
８
月
は
終
戦
の
月
で
す
。
沖
縄
戦
に
つ

い
て
は
学
校
で
も
勉
強
し
て
い
ま
し
た
。
で
も
、

知
識
と
し
て
知
っ
て
い
る
こ
と
と
、
そ
の
場
所
に

実
際
に
立
つ
こ
と
は
違
い
ま
し
た
。

　

自
分
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
年
齢
の
女
学
生
た

ち
が
、戦
争
の
中
に
い
た
。「
も
し
自
分
だ
っ
た
ら
」

と
考
え
ま
し
た
。
で
も
、
想
像
し
て
み
て
も
、
よ

く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
簡
単
に「
分
か
っ
た
」

と
言
っ
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
気
も
し
ま
し
た
。

　

そ
の
少
し
前
ま
で
、
私
は
今
帰
仁
で
子
ど
も
た

ち
と
遊
び
、
同
じ
体
育
館
で
寝
袋
に
入
り
、
夜
中

に
ひ
そ
ひ
そ
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

が
笑
っ
た
り
、
遊
ん
だ
り
、
安
心
し
て
眠
っ
た
り

で
き
る
こ
と
。
学
校
へ
行
く
こ
と
。
友
達
と
話
す

こ
と
。
自
分
の
将
来
を
考
え
る
こ
と
。
そ
ん
な
普

通
の
毎
日
は
、
当
た
り
前
の
よ
う
で
、
当
た
り
前

で
は
な
い
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

人
と
関
わ
る
と
い
う
こ
と

　

今
回
の
沖
縄
で
は
、
た
く
さ
ん
の
人
に
会
い
ま

し
た
。
初
め
て
会
う
人
、
年
齢
の
違
う
人
、
育
っ

て
き
た
場
所
も
考
え
方
も
違
う
人
。

　

人
と
関
わ
る
と
い
う
こ
と
は
、
相
手
に
合
わ
せ

る
こ
と
で
も
、
自
分
を
全
部
変
え
る
こ
と
で
も
な

い
と
思
い
ま
す
。
自
分
と
違
う
人
が
い
る
。
自
分

と
は
違
う
考
え
方
が
あ
る
。
そ
れ
を
知
る
だ
け
で

も
、
自
分
が
今
ま
で
見
て
い
た
も
の
が
少
し
違
っ

て
見
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

誰
か
の
何
気
な
い
一
言
で
、
そ
れ
ま
で
嫌
だ
と

思
っ
て
い
た
も
の
を
、
違
う
方
向
か
ら
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。で
も
、

最
後
に
ど
う
考
え
、
ど
う
す
る
か
を
決
め
る
の
は

自
分
で
す
。
人
に
頼
る
こ
と
と
、
自
分
で
生
き
る

こ
と
は
反
対
で
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
人

と
の
関
わ
り
の
中
で
、
自
分
自
身
の
こ
と
も
少
し

ず
つ
分
か
っ
て
い
く
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
帰
仁
で
は
、
助
成
金
授
与
式
、
子
ど
も
た
ち

と
の
交
流
、
体
育
館
で
の
一
泊
、
台
風
、
そ
し
て

ひ
め
ゆ
り
の
塔
と
、
出
発
前
に
は
想
像
し
て
い
な

か
っ
た
こ
と
を
た
く
さ
ん
経
験
し
ま
し
た
。「
自

立
と
は
何
か
」「
居
場
所
と
は
何
か
」「
人
を
信
頼

す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
」
ま
だ
、
私
に
は
答

え
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
分
か
ら
な
い
か
ら

考
え
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

予
定
通
り
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
も
、
人
に
助

け
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
、
い
ろ
い
ろ
な
人
に
出

会
っ
た
こ
と
も
、
全
部
含
め
て
今
帰
仁
に
行
っ
た

か
ら
で
き
た
経
験
で
し
た
。
こ
の
経
験
を
こ
れ
か

ら
ど
う
生
か
し
て
い
く
の
か
。
そ
れ
も
、
自
分
で

考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
一
財
）
契
約
家
族
研
究
機
構
の
活
動
に
、
少
し
で
も
ご
関
心
を
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。 

ご
賛
同
・
ご
寄
付
は
も
ち
ろ
ん
、「
こ
ん
な
活
動
が
あ
っ
た
ら
」
と
い
う
お
気
づ
き
の
声
も
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大

切
な
道
し
る
べ
と
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
声
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
連
絡
先
】
契
約
家
族
研
究
機
構 

担
当
：
芳
賀
み
ゆ
き　

０
１
２
０
―
８
８
９
―
４
４
３

台風 5 号が本島に上陸、暴風雨警報のためボラ
ンティア日程の後半は中止になりました。
宿の方に「台風は、戸締りと充電で備えて」と。
ゴーゴーと風と雨の音が響く中、小川先生ご家
族が車で駆けつけてくださり、停電で薄暗い室
内で冷やし中華をごちそうになりました。
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大分県由布市庄内　地球に恩返しの森
里山のめぐみをたっぷりと味わいます

2026 年2026 年

　　1010 月月 28-28-2929 日日

大分大分旅行旅行・・神農祭神農祭
秋秋のの

大分名物だんご汁

ジビエカレー

ご当地グルメ神 農 祭 功 徳 院

りすシステム 0120-889-443●お申し込みは

森のめぐみをたっぷりと味わう2日間森のめぐみをたっぷりと味わう2日間

森のめぐみを香りにする

香りの教室
東京大学名誉教授谷田貝光克先生の
植物から精油を抽出する体験授業です

実際の蒸留器を間近でみながら、

森のめぐみをその場で香りとして

体験できます。

抽出した精油（アロマ）は

お持ち帰りいただけます。

今年はゆっくり　森を味わう旅

観光の時間を、森と香りの時間に。
心と体にやさしい、特別なひとときを

　森のめぐみに感謝する、秋の大分へ

りすシステム 20周年を記念して始まった　　　
　「地球に恩返しの森づくり」。　　　　　　　　
　　53種類の薬樹が育つ豊かな森になりました。

毎年秋、この森で行われるのが、　　　　　　　
　薬の神様「神農さん」を祀り、　　　　　　　　
　　森のめぐみに感謝する「神農祭」です。

今年は神事への参列に加え、　　　　　　　　　
　森の香りを楽しむ特別な体験も。

森のめぐみをたっぷりと味わう２日間。
ぜひ一緒にでかけませんか。

日　程 10 月 28 日（水） 10 月 29 日（木）
●東京・羽田空港集合 8:30 ●羽田空港 18:15 解散
●大阪・伊丹空港集合 9:10 ●伊丹空港 19:40 解散
※フライトに合わせた集合・解散時間です

参加費 ●東京・羽田空港から 72,000 円
●大阪・伊丹空港から 70,000 円

宿　泊 ゆふいん山水館（大分県由布市）　
大分県由布市湯布院町川南 108-1
TEL：0977-84-2101　FAX：0977-85-2155
※宿泊は相部屋です
※ホテルの食事はバイキングです

申込み 定員になり次第締め切ります（定員 30 名）
　※お申し込みの方に詳細をお送りします

ご参加お待ち
　　してま～す！
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先
日
、
女
性
会
員
の
方

か
ら
編
集
部
宛
に
お
電

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
7
・
8
月
号
、
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。
松
島
先
生

の
お
話
も
興
味
深
く
読
ん

で
い
ま
す
。
特
に
『
住
ま

い
』
の
4
ペ
ー
ジ
は
、
今

の
私
の
暮
ら
し
に
ぴ
っ
た

り
で
し
た
。
ど
な
た
が
書

か
れ
た
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
よ
ろ

し
く
お
伝
え
く
だ
さ
い
」
と
。
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
報
告
に
、
じ
ん
わ
り

と
嬉
し
さ
が
こ
み
上
げ
ま
し
た
。
▼
毎

号
、
何
を
取
り
上
げ
よ
う
か
、
ど
う
書

け
ば
伝
わ
る
だ
ろ
う
か
、
文
字
は
読

み
や
す
い
だ
ろ
う
か
と
、
あ
れ
こ

れ
悩
み
な
が
ら
作
っ
て
い
る
『
り

す
倶
楽
部
』
で
す
。
そ
ん
な
誌
面
が
、

ど
な
た
か
の
今
の
暮
ら
し
に
重
な
り
、

「
良
か
っ
た
」
と
わ
ざ
わ
ざ
お
電
話
を

く
だ
さ
っ
た
。
そ
の
お
気
持
ち
が
何
よ

り
嬉
し
く
、胸
が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。

▼
誌
面
の
向
こ
う
に
は
、
読
ん
で
く
だ

さ
る
お
一
人
お
ひ
と
り
の
暮
ら
し
が
あ

る
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
、
改

め
て
教
え
て
い
た
だ
い
た
気
が
し
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ま
の
声
に
耳

を
傾
け
な
が
ら
、「
読
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
誌
面
を
お
届
け

し
て
い
き
た
い
で
す
。
皆
さ
ま
の
お
声

に
励
ま
さ
れ
、
ま
た
次
の
号
へ
向
か
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
編
集
部
一
同
）

九州支部・大分支部 合同合同 例会　

谷田貝先生の

香りの教室香りの教室

日　時

参加費

定　員

10 月 28 日（水）

2,000 円
大分支部８名　九州支部６名
※定員になり次第締め切ります

10 時 30 分　大分駅集合

お申込の方に詳細お知らせします

フレッシュなアロマを目の前で抽出
秋の味覚を楽しむ昼食会と香りの教室

お問合せ
お申込みは

0120-889-4430120-889-443りすシステム

内　容 昼食：庄内の韓国園でわいわい焼肉（他
メニューもあり）と名物梨ソフト
▶ 14 時から香りの教室

講
談
師神

田
陽
子
師
匠

ワンコイン
講談教室

見て・聴いて・体験する

ワークショップ形式の講談教室
講談師　神田陽子師匠の指導で、

実際に声を出して3分の講談に挑戦します！

講談をすると発声で誤飲を予防できるようになります。
講談をすると酸素を肺に沢山送れるようになります！

声を出す 肺を元気に 心もいきいき
発声で

誤飲を予防
できます

酸素を肺に
沢山送ります

声を出す楽しさで
気持も明るく

なります

講談でこんな効果が期待できます

参加費

開催
予定

11月７日
（土 )

1月９日
（土 )

円５００

時　間

会　場

発表会 １年後には発表会を予定

13 時 ~14 時

りすシステム４階会議室

１０名定　員
お申込み・お問い合せ

12月５日
（土 )

講談の世界に
触れてみませんか。
見て・聴いて・話して
楽しく学べる教室です

0120-889-4430120-889-443りすシステム

/1 回

\\　1 回の参加でも楽しめます　//

（催行人数を 2 人）

特急ソニック５号
博多：８時２分発　 久留米：８時４分
小倉：８時５８分発　

ご参加お待ちして
おります！

アロマはお持ち帰り
いただけます
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０１２０-８８９- ４４３０１２０-８８９- ４４３
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編 集 人：杉山 歩　　　　　	 E-mail：liss-system@seizenkeiyaku.org　URL：https://www.seizenkeiyaku.org

りすセンター・新木場

０１２０-３７３- ９５９０１２０-３７３- ９５９
NPO りすシステム

◎参加費は無料です。定員数がありますので、ご予約ください
◎定員になり次第、締め切りとさせていただきます

０１２０-８８９- ４４３０１２０-８８９- ４４３談話室のお問い合わせ
お申込み先はこちら

● 談 話 室  の ご 案 内 ●

北海道支部

１０月６日（火）11時 ~15時

１１月６日（金）11時 ~15時

１２月７日（月）11時 ~15時

会場：北海道支部事務所

東 日 本 支 部
１０月１５日（木）13時～ 15時

１０月２８日（水）13時～ 15時

１１月１５日（日）13時～ 15時

１１月２８日（土）13時～ 15時

１２月１５日（火）13時～ 15時

定員：１０名 会場：北の丸グラスゲート

中 部 日 本 支 部
１０月１０日（土）13時～ 15時

１１月１０日（火）13時～ 15時

１２月１０日（木）13時～ 15時

会場：中部日本支部事務所

西 日 本 支 部
１０月２３日（金）13時～ 15時

１１月２４日（火）13時～ 15時

１２月２３日（水）13時～ 15時

定員：５名 会場：西日本支部事務所

中 国 支 部
１０月３日（土）12時 30分～ 14時 30分

１１月７日（土）12時 30分～ 14時 30分

１２月５日（土）12時 30分～ 14時 30分

会場：参加申し込みの方にお知らせします

北 日 本 支 部
１０月３０日（金）11時～ 15時

１１月３０日（月）11時～ 15時

会場：北日本支部事務所

西 東 京 ブ ラ ン チ
１０月２１日（水）13時～ 15時

１１月２１日（土）13時～ 15時

１２月２１日（月）13時～ 15時

定員：８名 会場：西東京ブランチ

横 浜 事 務 所
１０月２５日（日）13時～ 15時

１１月２５日（水）13時～ 15時

１２月２５日（金）13時～ 15時

定員：６名 会場：横浜事務所

大 分 支 部
１１月２５日（水）談話室：13時～ 15時

１２月２５日（金）談話室：13時～ 15時

会場：大分支部事務所

九州・大分合同例会 谷田貝先生の香りの教室・ランチ

１０月２８日（水）10時 30分　大分駅集合

参加費：2000円

定員：大分８名　九州６名

15ページでご紹介しております

九 州 支 部
１０月２９日（木）13時～ 15時

１１月２９日（日）13時～ 15時

１２月２９日（火）13時～ 15時

定員：３名 会場：九州支部事務所

※
日
程
変
更
あ
り

「個人情報を適切に管理していると評価された
事業者」が使用できるマーク、それがプライバ
シーマークです。プライバシーマークは、個人
情報の取扱いを適切に行い、法令以上にしっか
りと対応していることを表しています。
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